
                

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋大学大学院医学系研究科（研究科長・門松 健治）統合生理学の八尋 貴

樹（やひろ たかき）医学部学生と中村 和弘（なかむら かずひろ）教授の研

究グループは、快適な温度環境を探す体温調節行動を生み出す上で必要な温度感

覚伝達の仕組みを解明しました。 

多くの動物には、体温を調節するために適切な温度環境を探す本能行動（体温

調節行動）が備わっています。しかし、体温調節行動を生み出す脳の神経回路の

仕組みは長年の謎でした。 

研究グループは、ラットを使った実験によって、体温調節行動の発現に必要な

メカニズムの理解に向けた大きな一歩となるものです。 

本研究成果は、国際科学誌「Scientific Reports」（2017 年 7 月 10 日付けの電

子版）に掲載されました。 

本研究は、科研費（新学術領域「温度生物学」、「共感性」、若手研究（
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https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical_E/research/pdf/Scientific_Reports_20170711en.pdf

